
公共交通空白地有償運送事業（福部循環バス）における運行ルートの一部延伸について 

実施主体：鳥取市社会福祉協議会 

 【経緯】

福部循環バスについては、以前より地域住民からふれあい会館から砂丘会館まで

のルートの延伸の要望が出ていましたが、近年、福部駅に訪れた観光客が鳥取砂丘ま

での移動に困る場面が散見されるようになり、令和６年度の地域振興会議、未来づく

り懇談会等においても福部駅の活性化や観光振興の意見が挙げられました。

また、地域住民の福祉増進のため福部循環バスを活用したいという要望が出され

るなど、福部循環バスに対する期待は大きくなっているところです。

 ≪交通事業者との調整状況≫

   路線バス「岩井線」を運行する日本交通に対してルート変更に対する意見をもと

めたところ、「バス利用がある通学時間帯ではないので影響ないと考えられ、反対

意見はない」旨の回答をいただきました。（令和６年１２月）

  ※日ノ丸自動車、日本交通が運行する路線バス「砂丘線」や「ループ麒麟獅子号」

とは、路線が重複せず、影響はない旨の回答をいただきました。（令和７年５月）

 ≪旅客範囲の変更≫

   令和６年度第３回鳥取市生活交通会議において、輸送する旅客範囲を「原則とし

て鳥取市福部町の住民」から「鳥取市福部町の住民、福部町内に用を有する者及び

観光客」へ変更承認済み 

令和７年３月に開催した公共交通空白地有償運送事業運営委員会において、福部

循環バスの運行ルートの延伸計画について協議、確認し、このたび、鳥取市生活交通

会議へ提案するものです。

○福部町未来づくり懇談会（R6.11.26開催）での意見より
福部駅から砂丘へアクセスする交通機関は日交の岩美線以外になく、便数も多

くありません。福部駅から下車された方が砂丘方面へアクセスが可能となるよ

うに砂丘（ビジターセンター）までの移動手段の確保が望まれています。また

逆に、砂丘観光客を福部の名所へアクセスしてもらうための交通手段ともなり、

地域振興へ寄与することができます。

○福部町在住の高齢者、支部老人クラブからの要望

オアシス広場で定期的にグラウンドゴルフが実施されており高齢者の生きがい

づくり、交流の場となっています。しかし、自家用車を所有していないものは

移動手段がないため参加したくてもできないのが現状です。運行ルートが延長

されれば直接オアシス広場までアクセスできるようになり、問題は解消され高

齢者の健康増進、生きがいづくりに大いに寄与できると思われます。

⇒オアシス広場年間利用者数 約 5,000人（グラウンドゴルフ活動者）
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運行計画の変更概要

【目的】 

   沿線地域の高齢者等の交通弱者、ならびに福部駅～砂丘間の利用者の移動手段を確

保し、福部地域での交通課題を解消する。 

【運行ルート】

   ふれあい会館から砂丘会館前まで運行ルートを延伸（下図のとおり） 

【運行便数】 

   現行ダイヤのうち３便を砂丘までルート延伸し、午後１便を増便する。 

   （通学時間帯を外した運行：別紙時刻表のとおり） 

※以下の項目は変更なし 

 【運行日】 平日のみ運行 

 【運  賃】 1 回乗車につき２００円。（７０歳以上は１００円） 

 【運転業務】 現在の勤務体制内で運行 

福部町総合支所 地域振興課提供資料 

砂丘会館
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砂丘会館 砂丘会館  

砂丘会館 
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